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２．対象・目的・内容
ＴＭＯの活動拠点としてまちんなか交流館の利用を許可し、地域特産品の情報発信などを行う。

事 業 概

年

要

まちんなか交流館利用者
事業の対象 中心市街地に居住する市民

（誰・何を）

　ＴＭＯの活動を支援し、「情報未来館21」での地域特産発信による地場産業の活性化を図るとともに、レストラ
事業の目的 ン「梅吉亭」では

度

気軽に人々が集える環境を創造し、隣接する旧来住家住宅とあわせて、中心市街地の拠点施設と
（どういう状態 して地域の活性化を目指す。
にするために)

①地域特産品の情報発信の場として「情報未来館21」（1階）、

　

②レストラン「梅吉亭」（1階）、③ＴＭＯ事務所
事業の内容 （2階）として、「まちんなか交流館」を西脇ＴＭＯに利用を許可し、使用料を収納する。西脇ＴＭＯは地域住民
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・見直し
次 総合評価

　レストランの売上げに限界があること、情報未来館での売上げが落ちていることなど、西脇ＴＭＯの運営は厳し

評 くなっており、日替わりシェフの登録料の見直しや情報未来館での販売促進策などを検

事

討し、ＴＭＯの基盤強化を

説 明 図る必要がある。

価 　また、市として施設の管理形態がどうあるべきなのかを検討したうえで、現在の「利用許可」のままとするのか
、指定管理者制度・利用料金制の導入について検討する必

業

要がある。

の概要説明
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指 標 名 入館者数 単　位 人

説 明 や 数 式 來住家住宅入館者数
成 果

年 度 平成23年度 平成24年度 平成25年

年

度 平成26年度
指 標 目 標 値 17,000 17,000

実 績 値 17,133 17,877
① 経 費 （ 千 円 ） 1,744 1,959

単位当たりのコスト 0.1 0.11

指 標 名 ランチ売り上げ数 単　位 食
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指 標 目 標 値 7,500 7,500

実 績 値 8,212 8,958
② 経 費 （ 千 円 ）

単位当たりのコスト 0 0
中心市街地の活性化を図るととも

　

に、まちづくり活動の拠点となるまちんなか交流館の運営を円滑に行うことがで
実績・成果 きた。

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 3

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受

当

益者負担の適切さ 3 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　まちんなか交流館は、中心市街地活性化のシンボルとして、まちづくり文化活動の拠点となる施設であり、本事

評 業は館内のレストラン梅吉亭、情報未来

初

館などの運営維持に必要最低限のものである。

説 明 　まちんなか交流館使用料の内、レストラン「梅吉亭」部分については平成20年度から減免しているが、営利を目

価 的としないコミュニティレストランという位置付けを

予

踏まえた上で、使用料の算定について見直しをする必要があ
る。

評 価 事業の優先度(緊急性) 3 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 3

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 3 市民ニーズの把握 3
事 業 の 改善


